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第
八
回
柳
川
川
柳
大
学
報
告 

日
時
：
令
和
八
年
二
月
二
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

場
所
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

出
席
：
伊
藤
・
魚
森
・
亀
池
・
久
米
田
・
後
藤
・
横
田
／
若
槻
・
辻
川
・
吉
原 

 

今
回
は
、
九
名
の
参
加
者
に
加
え
不
在
者
一
名
か
ら
の
投
句
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

前
回
の
最
優
秀
作
品
賞
受
賞
者
辻
川
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
・
若
槻
学
長
の
開
催
挨
拶
か
ら

授
業
は
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
魚
森
さ
ん
か
ら
奥
様
お
手
製
の
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
カ
ヌ
レ

の
差
し
入
れ
も
あ
り
、
上
々
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
魚
森
さ
ん
（
の
奥
様
）
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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人
気
投
票
の
結
果
で
す
。 

 

優
秀
作
品
賞
～
横
田
さ
ん
（
自
由
句
④
）
伊
藤
さ
ん
（
課
題
句
⑤
） 

 

学
長
賞
～
久
米
田
さ
ん
（
課
題
句
②
） 

 

最
優
秀
作
品
賞
～
辻
川
さ
ん
（
課
題
句
⑥
） 

 

皆
さ
ま
の
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。
是
非
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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辻
川
副
学
長
の
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
四
月
六
日
（
月
）
春
で
す
。 

 

柳
川
川
柳
大
学
は
広
く
新
会
員
募
集
中
で
す
。
よ
り
多
く
の
人
た
ち
と
川
柳
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

事
務
局
報
告
：
吉
原 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
完
） 



 

4 

 

自
由
句 

① 

恵
方
巻
詰
ま
ら
せ
る
な
と
き
ゅ
う
り
巻 

② 

門
前
に
毎
朝
二
三
人
犬
友
が
待
つ 

③ 

半
額
の
シ
ー
ル
を
待
っ
て
争
奪
戦 

④ 

あ
～
寒
い
冬
の
外
気
と
夫
婦
仲
～
優
秀
作
品 

⑤ 

化
粧
す
る
素
（
も
と
）
が
悪
い
と
手
が
打
て
ん 

⑥ 

真
夜
中
は
記
憶
と
孤
独
が
飛
び
回
る 

⑦ 

雪
見
酒
頭
寒
足
熱
露
天
風
呂 

⑧ 

猛
暑
日
の
熱
気
懐
か
し
寒
の
入
り 

⑨ 

誕
生
日
自
腹
で
家
族
と
お
祝
い
す 

 

不
在
者
投
句 

＊
新
年
に
生
死
を
分
け
る
年
賀
状 

 

作
者
～
①
後
藤
啓
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
②
久
米
田
眞
志
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
③
魚
森
洋
史
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）

④
横
田
真
理
子
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑤
伊
藤
嘉
之
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑥
辻
川
登
貴
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

⑦
亀
池
弘
二
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑧
若
槻
匡
志
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑨
吉
原
司
郎
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

不
在
者
：
高
谷
昇
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 
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課
題
句
～
も
し 

① 

墓
掃
除
見
て
い
る
か
も
と
ね
ん
ご
ろ
に 

② 

耳
遠
く
電
話
の
も
し
も
し
怒
鳴
り
声
～
学
長
賞 

③ 

も
し
三
途
渡
る
時
に
は
ぜ
ひ
タ
ダ
で 

④ 

も
し
あ
の
日
別
れ
な
け
れ
ば
と
淡
い
夢 

⑤ 

潤
ん
で
る
君
の
瞳
は
も
し
か
し
て
～
優
秀
作
品 

⑥ 

人
生
は
今
が
あ
る
の
み
も
し
は
な
い
～
最
優
秀
作
品 

⑦ 

モ
シ
モ
シ
も
今
は
ス
マ
ホ
で
ス
タ
ン
プ
よ 

⑧ 

も
し
も
し
と
呼
ん
で
も
声
な
き
詐
欺
電
話 

⑨ 

口
を
閉
じ
仮
定
の
問
に
答
え
ず
に 

不
在
者
投
句 

＊
も
し
も
し
が
聞
こ
え
ず
詐
欺
を
免
れ
た 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


